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論　文　内　容　の　要　旨
〔目　的〕
飛行・潜水等によって外気圧変化が生じた場合、耳管による鼓膜内外の庄不均衡が是正さ
れなければ中耳庄変化が生じ中・内耳機能に影響を及ぼし聴平衡覚に変化が生じることが知
られているが、中耳圧の陽・陰庄変化に対する聴覚変化の違いやその程度についてはいまだ
見解の分かれるところである。一方、蛸電図は内耳の電気生理学的変化を知る手段として他
覚的聴覚検査及びメニュール病の本態とされる内リンパ水腫存在の有無検索に広く利用され
ている。この内リンパ水腫存在の有無検索の際問題となるSP／AP比が中耳庄変化によって変化
する可能性が近年指摘されているが、その詳細な報告はまだみられない。本研究では、正常
モルモットを用いて中耳圧負荷（陽・陰庄）を行ったときの蝿電図を記録し、中耳圧変化の
聴覚及び蛸電図波形（SP・AP複合波形）に及ぼす影響について調べ検討した。
〔方　法〕
プライエル耳介反射正常なハートレイ系モルモットをベントバルビタール腹腔内投与によ
る全身麻酔下に気管切開施行し人工呼吸器による呼吸管理後、乳突部骨胞及び骨部外耳道よ
り中耳庄及び外耳庄負荷を行なったときの蝿電図を蝿牛基底回転前庭階骨壁に密着させた銀
ボール電極にて記録した。中耳庄及び外耳庄負荷は、原則として±50mmH20／secの速度
で±300mmH20（一部は±500mmH20）負荷を行なった。音刺激は90fLSeC Square Clickを用
い、最大音圧を105dBpeSPLとしてclosed methodで中耳庄・外耳庄変化直後及び庄負荷解除
直後に与えて蛸牛電位を記録した。得られたSP・AP複合波形よりAP振幅、SP振幅、SP／AP
比％を測定し、コントロール群、中耳圧負荷群、外・中耳圧負荷群の3群間において比較検討
した。
〔結　果〕
（AP振幅）コントロール群に比し中耳庄負荷群は陽・陰庄共に有意に減少した。陽・陰庄
負荷群間では有意な差は認められなかったが、陰庄負荷群の方がより大きな減少傾向を認め
た。外・中耳庄負荷群においては、コントロール群に比し陽・陰庄負荷群共有意な差はなく、
陽・陰庄負荷群間にも有意な差は認められなかった。（SP振幅）コントロール群に比し中耳庄
負荷群では陽庄負荷において有意な減少を認めた。陰庄負荷においては測定値のばらつきが
大きくコントロール群及び陽庄負荷との間に有意な差を認めなかったが、庄負荷後振幅が増
加する例を7例中2例認めた。外・中耳庄負荷群においては、コントロール群に比し陰庄負荷
においてのみ有意な減少を認め、また陽・陰圧負荷間では陰圧負荷において陽庄負荷に比し
有意な減少を認めた。（SP／AP比％）中耳圧負荷群及び外・中耳庄負荷群共にSP振幅の場合
と同様の変化が認められたが、特に中耳陰庄負荷群においては庄負荷後SP／AP比％が増加す
る例を7例中3例認めた。（庄負荷解除直後の変化）中耳陽庄負荷群において、庄解除後AP振
幅は全例ほぼ庄負荷前と同じレベルに戻ったが、SP振幅・SP／AP比％については庄負荷前の
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レベルより大きくなる現象（Rebound　現象と仮称）を9例中3例（33％）に認めた。このよう
なRebound現象は中耳陰圧負荷群及び外・中耳陽・陰庄負荷群では認められなかった。
〔考　察〕
本研究において鍋牛神経の複合活動電位の大きさを示すAP振幅を聴力変化の指標とするな
らば、中耳陽・陰庄負荷間において聴力低下の程度に有意な差はなかったが陰圧負荷時の方
がより大きな聴力低下傾向を認め、陽庄負荷と陰庄負荷とでは中耳のインピーダンス及びト
ランスミッションに対する影響の異なる．ことが示唆された。また中耳庄変化が生じた場合、
蝿電図波形（SP・AP複合波形）に変化を及ぼす要因としては　①中耳インピーダンスの変化
②内耳窓sd触CSS　の増加　③内耳への影響　の三つが考えられ、中耳圧負荷、外・中耳庄負
荷及び庄負荷解除によるSP振幅及びSP／AP比％の変化の結果より、中耳庄変化が生じた場合
上記①～③の三つの要因が複雑に作用し蝿電図波形を修飾しているものと思われるが、特に
②については陽圧・陰庄負荷間では異なった影響を与えるものと思われた。
〔結　論〕
中耳圧変化が生じた場合の聴覚の変化について、陽・陰圧負荷間で聴力低下の程度に差が
ないことがわかった。また、中耳庄変化によって蝿電図におけるSP・AP複合波形の変化が生
じることが示唆され、内リンパ水腫存在の有無診断の際、中耳庄変化による臨床嫡電図の修
飾の可能性を考慮に入れた上でSP／AP比を評価すべきであると思われた。
論文審査の結果の要旨
中耳圧が変化すると中・内耳機能に影響及ぼし、聴平衡覚に変化を生じることが以前より
知られている。また的電図は内耳の電気生理学的変化を知る手段として他覚的聴覚機能検査
及びメニュール病の本態とされる内リンパ水腫存在の有無検索に広く利用されている。本研
究は、正常モルモットを用いて中耳庄負荷（陽・陰庄）を行ったときの蛸電図を記録し、中
耳庄変化の聴覚及び蛸電図波形に及ぼす影響について調べ検討したものである。
正常モルモットを用いて中耳庄及び外耳圧負荷（原則として±300mmH20、一部
は±500mmH20負荷）を行ったときの蝿電図を姐牛基底回転前庭階より記録し、得られたSP（
summating potential）・AP（action potential）複合波形よりAP振幅、SP振幅、SP／AP比％
を測定し、コントロール群、中耳庄負荷群、外・中耳庄同時負荷群の3群間において比較検討
した結果、以下の点が明らかになった。
1）AP振幅は、中耳陽・陰庄負荷において共に有意な減少を示したが、陽・陰庄負荷間で
は有意な差を認めなかった。また、外・中耳庄同時負荷において陽・陰庄負荷共に有意な減
少を示さなかった。
2）sp振幅及びSP／AP比％は、中耳圧負荷において陽圧負荷で有意な減少を示した。陰庄
負荷ではバラツキが大きく有意な差を認めなかったが、これは蝿牛水管の疎通性の個体差に
よる内耳圧変化の多様性のためと思われた。また、外・中耳圧同時負荷においては陰圧負荷
で陽庄負荷より有意な減少を示し、陽・陰庄負荷間で内耳窓stifhessの変化の差がうかがわ
れた。
3）中耳陽庄負荷において、庄負荷解除時にSP振幅及びSP／AP比％の跳ね返り現
象（Rebound現象）が一部で認められ、内耳庄変化による二次的な影響の可能性がうかがわ
れた。
以上のように、本研究では中耳庄変化が生じた場合の聴覚開催の変化と蝿電図における
SP・AP複合波形の変化を明らかにし、それらのメカニズムについて示唆を与えたものであり、
日常臨床における中耳庄変化を伴う諸疾患の病態生理の解明に寄与するもので、博士（医学）
の学位を授与するにふさわしいものと認める。
一14－
